
（
民
主
・
社
民
）

質
問

市
長
が
施
政
方
針
で
示

し
た
（
仮
称
）
街
な
み
百
年
条

例
に
つ
い
て
、
構
想
の
内
容
を

聞
き
た
い
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

答
弁
（
仮
称
）
街
な
み
百
年

条
例
は
、
人
々
が
生
活
し
て
い

く
中
で
、
誇
り
と
愛
情
を
持
っ

て
、
百
年
と
い
う
長
い
ス
パ
ン

で
景
観
や
街
な
み
を
育
て
て
い

く
考
え
方
を
示
す
条
例
で
あ
る
。

旧
藤
沢
宿
や
湘
南
海
岸
等
の

景
観
は
、
市
民
共
有
の
財
産
で

あ
り
、
百
年
後
の
子
孫
に
、
こ

の
よ
う
な
藤
沢
ら
し
い
景
観
を

継
承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

海
岸
地
域
や
歴
史
文
化
地
域
な

ど
を
ゾ
ー
ン
ご
と
に
特
徴
を
と

ら
え
て
街
な
み
を
誘
導
し
、
市

民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
建
て

か
え
等
の
機
会
を
と
ら
え
て
街
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問問 主主なな質質問問とと答答弁弁
２月定例会中の代表質問は、３月14日、

15日、16日の３日間にわたって行われまし
た。今回の質問者は10人で、市長の政治姿
勢、環境、福祉、都市整備、教育などにつ
いて、市の考えをただしました。

（
自
由
松
風
会
）

質
問

経
済
雇
用
状
況
が
大
変

厳
し
い
中
、
市
民
が
い
き
い
き

働
け
る
藤
沢
を
進
め
て
い
く
上

で
、
地
域
産
業
の
活
性
化
が
求

今に残る旧藤沢宿の景観＝藤沢一丁目

小
児
医
療
費
助
成
制
度

対
象
拡
大
の
考
え
は

都
市
農
業
の
継
続
支
援

今
後
の
取
り
組
み
は

中
学
校
給
食
の
導
入

今
後
の
取
り
組
み
は

（
ふ
じ
さ
わ
自
民
党
）

な
み
を
そ
ろ
え
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。
時
間
は
か
か
る

が
、
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
統
一

さ
れ
た
街
な
み
が
何
十
年
後
に

は
で
き
上
が
っ
て
い
き
、
に
ぎ

わ
い
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

す
る
経
費
は
年
々
増
加
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

国
や
県
か
ら
は
、
子
育
て
支
援

に
関
す
る
現
金
給
付
に
つ
い
て

は
地
方
負
担
が
求
め
ら
れ
、
ま

た
、
保
育
所
の
整
備
、
運
営
に

関
し
て
は
、
補
助
金
の
減
額
等

が
示
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
も
さ

ら
に
市
の
財
政
負
担
の
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
現
状

で
の
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
拡
大
は
難
し
い
も
の
と
判

断
し
た
。
今
後
は
、
ま
ず
は
現

行
制
度
の
維
持
を
大
前
提
と
し
、

乳
幼
児
・
児
童
生
徒
数
や
医
療

費
助
成
額
の
伸
び
、
子
育
て
支

援
全
般
に
か
か
わ
る
財
政
状
況

を
見
き
わ
め
た
上
で
、
対
象
拡

大
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
す
る

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

市民が主役の産業振興

地域経済の活性化を図る

（仮称）ふじさわ元気バザール

（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問
　
本
市
の
保
育
所
入
所
待

機
児
童
数
は
、
現
在
、
千
七
十

三
人
と
聞
く
が
、
今
後
、
待
機

児
童
解
消
に
向
け
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
弁

本
市
で
は
、
平
成
二
十

待
機
児
童
の
解
消
へ

今
後
の
取
り
組
み
は

藤
沢
ら
し
い
景
観
を
次
世
代
に
継
承

市
民
と
の
協
働
作
業
に
よ
る
作
成
を
目
指
す

（
仮
称
）
街
な
み
百
年
条
例

１　藤沢の市政運営について
２　チャイルドファースト社会・藤沢のまちについて
３　市民生活を守る安全・安心の藤沢のまちについて
４　生き生きと暮らせる幸齢社会・藤沢のまちについて
５　見えざる障がいへの温かな対策について
６　市民の健康を支える保健医療の充実について
７　自然・人・まちが共存する環境都市・藤沢のまちにつ
いて

８　活き活きとした地域経済の活力再生の藤沢のまちにつ
いて

９　まちづくり支援・強化対策について
10 市民文化の薫る藤沢のまちについて

１　市長の政治姿勢について
２　災害から市民のいのちを守ることについて
３　市民の福祉，くらしを守ることについて
４　教育環境整備と子育て支援策の拡充を
５　地域経済の振興につながる，地元中小業者と農漁業が
元気になる対策を

６　憲法九条を生かし，平和で爆音がない藤沢を
７　税金の使い方を市民の福祉・くらし応援に切り替える
ことについて

１　市長の政治姿勢について
２　市長の掲げる５つの目標について
３　市政の諸課題について

１　新市長の施政方針について

１　市長の政治姿勢について

１　市長の政治姿勢について

自由松風会

ふじさわ自民党

日本共産党藤沢市議会議員団

さつき会

１　市長の政治姿勢について

みんなの党藤沢

１　市長の政治姿勢について

自民クラブ藤沢

１　市長の施政方針について　

神奈川ネットワーク運動・藤沢

１　市長の政治姿勢について
〝ふじさわ再生〟のカギは情報公開にあり！！

アクティブ藤沢

藤沢市公明党

民主・社民

バ
イ
オ
分
野
の
研
究

安
全
面
の
チ
ェ
ッ
ク
は

質
問

市
内
に
は
複
数
の
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
の
研
究

条
例
の
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
意
見
・
提
案

を
広
く
伺
う
と
と
も
に
、
市
民

と
の
協
働
作
業
に
よ
り
作
成
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運

動
・
藤
沢
）

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

（
自
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の

手
法
と
し
て
、（
仮
称
）
ふ
じ
さ

わ
元
気
バ
ザ
ー
ル
が
提
案
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
概
要
と
基
本

的
な
考
え
方
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

答
弁

（
仮
称
）
ふ
じ
さ
わ
元

気
バ
ザ
ー
ル
は
、
本
市
が
有
す

る
豊
か
な
人
的
・
物
的
資
源
を

活
用
し
て
、
市
民
が
主
役
の
産

業
振
興
を
図
る
た
め
の
モ
デ
ル

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
市
が
施

設
や
場
所
等
を
用
意
し
て
、
市

民
に
自
由
な
発
想
で
使
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
内
で

の
経
済
循
環
や
雇
用
の
創
出
等

が
図
ら
れ
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て
は
、

市
民
や
関
係
団
体
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
進
め
て
い
く
が
、
基

本
的
に
、
既
存
施
設
の
有
効
活

用
や
施
設
の
一
部
使
用
等
、
財

政
負
担
を
極
力
少
な
く
す
る
よ

う
に
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
、

関
係
機
関
・
団
体
等
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
庁
内
に
お
い
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。

質
問

中
学
校
給
食
に
つ
い
て
、

デ
リ
バ
リ
ー
給
食
と
弁
当
持
参

の
選
択
制
に
よ
り
導
入
を
図
る

と
し
て
い
る
が
、
中
学
校
給
食

に
対
す
る
市
長
の
認
識
と
、
導

入
の
進
め
方
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

答
弁

心
身
と
も
に
成
長
す
る

中
学
生
に
と
っ
て
、
食
の
充
実

は
重
要
で
あ
り
、
中
学
校
給
食

実
施
の
検
討
は
必
要
と
考
え
て

い
る
。
既
に
実
施
し
て
い
る
他

市
の
例
を
見
る
と
、
単
独
校
方

式
、
セ
ン
タ
ー
方
式
、
デ
リ
バ

リ
ー
方
式
等
の
形
態
が
あ
る
が
、

初
期
経
費
や
学
校
の
日
課
表
へ

の
影
響
を
考
慮
す
る
と
、
デ
リ

バ
リ
ー
方
式
の
選
択
制
給
食
が

比
較
的
導
入
し
や
す
く
、ま
た
、

弁
当
持
参
の
希
望
も
反
映
で
き

る
制
度
で
あ
る
と
考
え
、
早
期

導
入
に
向
け
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
。

先
般
、
藤
沢
市
中
学
校
給
食

検
討
委
員
会
の
中
間
報
告
が
あ

り
、
平
成
二
十
四
年
度
も
引
き

続
き
検
討
を
進
め
る
予
定
で
あ

る
た
め
、導
入
に
当
た
っ
て
は
、

そ
の
検
討
結
果
を
見
守
り
判
断

し
て
い
き
た
い
。

質
問

市
民
が
実
施
を
期
待
し

て
い
る
中
学
校
三
年
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て
、
早

急
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

現
在
、
本
市
で
は
乳
幼

児
・
児
童
生
徒
数
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
医
療
費
助
成
額
に
限

ら
ず
、
子
ど
も
・
子
育
て
に
関

質
問

農
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中
、

本
市
で
は
都
市
農
業
を
継
続
し

て
い
く
た
め
の
施
策
を
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

答
弁

都
市
農
業
の
後
継
者
が

安
心
し
て
生
産
に
取
り
組
み
、

安
定
し
た
収
入
を
得
る
た
め
に

は
、
環
境
や
安
全
性
、
お
い
し

さ
に
こ
だ
わ
っ
た
生
産
を
支
援

し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
、
地
産
地
消
に
適
し
た

露
地
野
菜
や
施
設
野
菜
、
果
樹

の
有
望
品
種
の
導
入
や
環
境
保

全
型
農
業
へ
の
取
り
組
み
に
対

す
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

小
麦
や
ト
マ
ト
等
を
使
用
し
た

湘
南
ふ
じ
さ
わ
産
の
加
工
品
開

発
な
ど
付
加
価
値
の
高
い
六
次

産
業
化
に
向
け
た
支
援
策
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

平
成
二
十
四
年
度
は
、
第
二

次
藤
沢
市
地
産
地
消
推
進
計
画

の
策
定
に
向
け
、
関
係
団
体
や

消
費
者
等
の
意
見
を
伺
い
、
都

市
農
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

農
業
者
の
経
営
安
定
と
安
全
安

心
な
湘
南
ふ
じ
さ
わ
産
の
農
産

物
を
市
民
に
提
供
で
き
る
農
業

施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

一
年
度
に
策
定
し
た
保
育
所
整

備
計
画
に
お
い
て
、
認
可
保
育

所
の
定
員
を
二
十
六
年
度
ま
で

に
七
百
三
十
人
拡
大
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
、
さ
ら
に
、
年
次

計
画
を
前
倒
し
し
て
、
二
十
四

年
度
に
は
当
初
の
計
画
目
標
値

を
百
人
余
り
上
回
る
形
で
整
備

を
進
め
て
い
る
が
、
子
育
て
世

代
の
転
入
や
共
働
き
世
帯
の
増

加
等
に
よ
り
、
入
所
希
望
者
が

ふ
え
、
保
育
所
整
備
が
追
い
つ

か
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
は
、
引
き
続
き
、
幼
稚

園
の
一
時
預
か
り
や
家
庭
的
保

育
の
充
実
・
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、
事
業
仕
分
け
の
評
価
結

果
も
踏
ま
え
、
①
保
育
所
整
備

計
画
の
見
直
し
に
よ
る
認
可
保

育
所
を
整
備
す
る
地
域
の
選
定

や
規
模
等
の
基
準
の
策
定
②
認

可
外
保
育
施
設
の
拡
充
・
活
用

を
図
る
藤
沢
型
認
定
保
育
所
制

度
の
創
設
③
企
業
と
連
携
し
た

事
業
所
内
保
育
施
設
の
設
置
の

推
進
④
地
域
で
の
保
育
支
援
事

業
へ
の
協
力
支
援
―
―
以
上
四

点
を
柱
と
し
て
事
業
を
再
構
築

し
、
認
可
保
育
所
整
備
と
あ
わ

せ
て
保
育
機
会
の
多
様
化
に
よ

る
待
機
児
童
の
解
消
と
、
施
設

間
の
格
差
是
正
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

施
設
が
あ
る
が
、
市
民
の
安
全

を
考
え
、
こ
の
よ
う
な
施
設
に

は
第
三
者
機
関
を
設
け
、
専
門

家
や
市
民
を
入
れ
た
安
全
協
議

会
を
設
置
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

遺
伝
子
組
み
換
え
実
験

や
感
染
症
に
か
か
わ
る
特
定
病

原
体
を
取
り
扱
う
場
合
、
通
称

カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
や
感
染
症
法
等

の
法
令
に
よ
り
、
実
験
に
当
た

っ
て
と
る
べ
き
周
辺
へ
の
安
全

対
策
、
拡
散
防
止
措
置
に
つ
い

て
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
神
奈
川
県
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
環
境
安
全
管
理
指

針
に
基
づ
き
、
実
験
に
使
用
す

る
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
設
置

状
況
や
使
用
方
法
、
不
活
化
措

置
の
方
法
、
廃
液
や
排
気
の
処

理
方
法
、
実
験
に
対
す
る
チ
ェ

ッ
ク
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、
本

市
が
詳
細
に
確
認
す
る
こ
と
で
、

実
験
に
伴
う
周
辺
環
境
へ
の
影

響
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
は
十

分
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
最
先
端
の
研
究
を
行

う
大
学
や
企
業
の
研
究
所
に
つ

い
て
は
、
公
表
で
き
な
い
独
自

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
研
究
テ
ー
マ
が

あ
る
こ
と
等
か
ら
、
外
部
の
専

門
家
を
入
れ
た
安
全
協
議
会
を

設
置
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
考

え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
環
境
安

全
に
つ
い
て
は
、
市
保
健
所
と

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
県
衛
生
研
究
所
や
国

等
の
専
門
機
関
の
協
力
を
得
て

対
応
し
て
い
く
。

※大会派順、結成届出順


